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特集：平成27年度 決算状況

歳入総額（収入）歳入総額（収入）
464億6,202万円464億6,202万円
前年度比（2.8％減）13億3,311万円減前年度比（2.8％減）13億3,311万円減

5年連続で貯金を崩す厳しい状況です5年連続で貯金を崩す厳しい状況です

市の財政は
大丈夫？

　市では毎年、予算の執行状況や決算について公表し、市民の皆さんが納めた税金がど

のように使われているのかをお伝えしています。今月は一般会計、特別会計の決算概要のように使われているのかをお伝えしています。今月は一般会計、特別会計の決算概要

と現在の財政状況をお知らせします。と現在の財政状況をお知らせします。

一般会計
　市の運営をするための基本的な経費が

一般会計です。

歳出総額は歳出総額は
約453億円です約453億円です

　27年度の決算額では、歳入額が歳出額を上回っていま

す。しかし、実際には、市の貯金である財政調整基金などを

取り崩して収支のバランスを保っています。今後もこの状

況が続けば、貯金が底を付く恐れもあり、ますます厳しい財

政状況になることが予想されます。

■市税収入が減少しています
　景気回復の遅れや、働く世代（15～ 64歳）の減少などに

より市税収入が低迷しています。特に、市の収入の中で大き

な割合を占める個人市民税は、20年度に比べ約16億円が

減少し、財政運営に大きな影響を与えています。

■社会保障費などが今後も増加する見込みです

国庫支出金国庫支出金
64億5,519万円64億5,519万円

市債 市債 33億7,583万円33億7,583万円

繰入金 繰入金 18億1,666万円18億1,666万円

県支出金 県支出金 24億5,775万円24億5,775万円

繰越金 繰越金 20億7,122万円20億7,122万円

地方交付税地方交付税 23億5,071万円 23億5,071万円

地方消費税交付金 地方消費税交付金 26億5,508万円26億5,508万円

その他 その他 40億188万円40億188万円

市税市税
212億7,770万円212億7,770万円

民生費民生費
（社会保障費など）（社会保障費など）

182億6,007万円182億6,007万円

総務費総務費
64億6,102万円64億6,102万円

教育費教育費
52億2,268万円52億2,268万円

土木費土木費
47億8,034万円47億8,034万円

衛生費衛生費
37億1,687万円37億1,687万円

公債費 公債費 30億7,539万円30億7,539万円

消防費 消防費 22億6,175万円22億6,175万円

法人市民税、固定資産税の減などにより5億
3,182万円の減

消費税率の引上げの影響により10億2,653万
円の増

普通交付税の増により1億1,495万円の増

歳出総額（支出）歳出総額（支出）
452億7,192万円452億7,192万円
前年度比（1.0％減）前年度比（1.0％減）

4億5,199万円減4億5,199万円減

市民1人当たりに市民1人当たりに
すると138,603円すると138,603円

（平成28年4月1日現在の（平成28年4月1日現在の
人口で算出）人口で算出）

市営住宅鵜ノ木団地Ａ棟購入費の減などによ市営住宅鵜ノ木団地Ａ棟購入費の減などによ
り7億1,326万円の減り7億1,326万円の減

堀兼学校給食センター施設取得費の増などに堀兼学校給食センター施設取得費の増などに
より1,547万円の増より1,547万円の増

新子ども・子育て支援制度の創設や障害者自立支新子ども・子育て支援制度の創設や障害者自立支
援事業費の増などにより援事業費の増などにより10億2,447万円の増10億2,447万円の増

稲荷山環境センター設備改修事業費の増など稲荷山環境センター設備改修事業費の増など
により1億4,594万円の増により1億4,594万円の増

その他 その他 14億9,380万円14億9,380万円

市財政の健全化判断比率・資金不足比率を公表します

　貯金　財政調整基金残高

　特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別するための会計が特別会計です。特別会計

歳　　入 増減率 歳　　出 増減率

国民健康保険 204億5,527万 2,171円 11.4％ 200億6,043万 4,423円 11.7％

狭山市駅東口土地区画整理事業 5億3,241万 6,943円 △39.8％ 3億5,786万 4,102円 △45.5％

介護保険 91億7,709万 5,389円 5.9％ 86億7,462万 4,491円 5.5％

後期高齢者医療 16億4,963万 327円 4.0％ 16億3,545万 7,618円 4.2％

指 標 内 容 比 率 早期健全化基準

実質赤字比率 一般会計などの赤字の大きさ 赤字なし 11.95%

連結実質赤字比率市全体の赤字の大きさ 赤字なし 16.95%

実質公債費比率 その年の借入金などの返済
額の大きさ 2.1％ 25.0%

将来負担比率 借入金残額など、今後支払う
必要のある負債の大きさ 20.0％ 350.0%

台所事情台所事情狭山の
どうなっているの？

歳入から歳出を引いた残額11億 9,010万円

を28年度に繰り越しました

事業会計名 比 率

水道事業会計 不足なし

下水道事業会計 不足なし

【資金不足比率】【健全化判断比率】

▼働く世代の人口減少を食い止めるため、企業の誘

　致、雇用の創出、子育て支援、教育の充実などに取

　り組みます　

▼事業の整理、統合、廃止などの検討を進め、支出の

　見直しをしていきます

お金の使い方、集め方を見直していきますお金の使い方、集め方を見直していきます

　収入　個人市民税額

 支出　民生費（社会保障費など）
　医療や介護などの社会保障費が、20年度に比べ約55億

円増加しています。また、公共施設の多くが築後30年を経

過しており、このまま全ての施設を保有し続けていくため

には、年平均で約46.5億円の費用が必要になる見込みで

す。これは、26年度までの過去5年間で維持管理に要した

年間費用の約2.2倍になります。

平成20年度平成20年度

5959億円億円

平成20年度平成20年度

102102億円億円
平成27年度平成27年度

8686億円億円

平成27年度平成27年度

4343億円億円

平成20年度平成20年度

128128億円億円

平成27年度平成27年度

183183億円億円

27年度 決算の状況

お金の使い方、集め方を見直していきますお金の使い方、集め方を見直していきます

健全な財政運営に
向けた取り組みは？

▼ふるさと納税制度の活用など、財源の確保に努め

　ます

▼施設の使用料や証明書発行の手数料などは、サー

　ビスに応じた受益者負担となるようバランスを検

　討します

※左のいずれかの基準値以上と
　なった場合、財政状況が悪化し
　ていると判断されます

どど

次の取り組みを進め、次世代につながる健全な財政運営を目指します。

27年度決算に基づく状況は、次のとおりです。

　《26年度との比較》


